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コフ過程に関するものと非マルコフ過程に関するもの  

についてサーーベイを行った，特に，非マルコフ的なア  

プローチの重要性を指摘し，3つの代表的な確率過程  

と して，regerleγative過程9 BorovkovのreIlOVa皿  

tiom過程9 著者が提案している吸収過程を比較した¢  

rege‡1erative過程のremewal事象がBorovkovによ  

りremovatiom事象へと拡張されたことと，吸収過程  

における不遡及性が㌻enOVatiom事象の拡張となって  

いることの説明があった。  

（2）「Comtroiled Markov SeトChainsについて」  

鹿野正美（千葉大学）   

有限偶の状態を持つマルコフ決定過程において，状  

態推移確率行列の上限と下限だけがわかっている場合  

に，最適な政策を決定する方法を論じた。 期待報酬は  

無限期間において割引率がある場合とない場合の両方  

について考える。ⅢartfielによるMarkov set chain  

の結果から，可能な推移確率行列の集合が凸多面体に  

なることを指摘し，この多面体の端点を優って計算を  

行うゎ これより，各政策に対する期待報酬額の範囲は  

閉区間になる叩 これらの閉区間の集／釧こ半順序を導入  

し9 この順序の下での最適定常政策を決定した。  

・、・ ・・：   

◎第29園  

田 時：平成10年11月14日（土）14：00～17：00  

出席者：8名  

場 所：中央区新富ワーカーズ①サポートセンター  

テm∇と講師：『孟子』そして「浩然の気」  

上田亀之助   

『孟子』は今から2000年以上昔の戦国時代にまとめ  

られた文献ですが9 現在の政治。経済d経営口管理活  

動のオペレーションズ想リサーチ作業の拠り所として，  

なかなか役に立つものであります◎ その推奨する「浩  

然の気」という作業態度は閉塞感の強い混迷の20世紀  

末の環境の克服に好適なものであります。   

珍ヲアジィ動的計画法珍   

同 時：平成10年11月且6日（月）18ニ00～20ニ00  

場 所：日科捜連  

テ皿▽と講師：「交互交通流の解析と制御」  

鈴木誠道（千葉工大）   

片側各一車線の道路でその一車線の一部が道路工事  

などで塞がれていて，残りの一車線区間を両方向の交  

通が交互に利用するとき一車線区間の端には，皐の待  

ち行列ができる。待ち車には，一般に交通の切り替え  

までの時間と発進時の遅れに分解される遅れ時間が生  

ずる。   

本発表では，このような状況をモデル化。解析した  

結果を明らかにした。数値結果では，両方向のトラヒ  

ックの干渉に関する興味深い知見を紹介した。   

珍得ち行列珍   

◎第且39園  

田 時：平成10年11月21日（土）14：00～16：30  

出席者三24名  

場 所：東京工業大学 本館1－94号室  

テⅦ▽と講師：  

（且）「吸収過程」  中家利直（東京都立大学）   

待ち行列に現れる′確率過程の安定性につい て，マル  

閑  

・一；・．・モ：‡：・ミミ－∴ 亙  

1ユ月10日（火）  機関誌編集委員会  

11月12F二i（木） 研究普及委月会  

11月17［首（火）  庶務幹事会  

11月20日（金）  理事会  
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 第抱囲理事会議題（10－11－20）  

平成10年度第3回理事会議事録の件  

秋季支部長会議議事録の件  

入退会承認の件  

役員選挙の件  

日本学術会議第14回シンポジウム収支報告の件  

各委員会報告   

平成11年度事業計画（案）及び予算（案）提出依頼の件   

第40回シンポジウム終了及び決算報告の件   

平成10年度秋季研究発表会終了及び決算報告の件   

テクノOR講座終了報告の件   

第2匝IOR企業フォーラム開催の件   

第41回シンポジウム予算（案）の件   

ホームページの件  
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